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K ～ (p-pc)T (1)
のように変化すると予想されており,また,このときの格子点当り平均ボンド数は2であるこ
とが知られている｡ここでは,このような予想を,二次元高分子における測定と対比したい｡
§2 実験 1)
実験にはアルリル酸エステルを用いた｡この基は,第 1図に示すような反応によって高分子
-466-
